
市の取り組み 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

がん検診の継続的、安定的な運営の維持に努めるとともに受診
しやすい環境を整備していきます。

健康推進課

【集団検診】予約制に移行し、受診希望
者は確実にかつ長時間待たせることなく
受診できるようになった。
【個別検診】協力医療機関に土日対応の
病院もあり、平日受診できない方も受診
しやすい環境づくりができた。

A 継続

がん検診受診率向上のための周知をしていきます。 健康推進課

協定を結んだ企業や課内の別事業内で検
診に関するチラシの配布を依頼するなど
情報周知を行った。受診率の低い若い世
代に向けたアプローチの検討が必要。

B 継続

市ホームページ、広報からの情報発信、健康教育などの手段を
活用し、生活習慣や生活習慣病を関連させた、がんの発症予防
と重症化予防の知識の普及を図ります。

健康推進課

市ホームページや広報へがん検診やがん
の発症予防・重症化予防に関する情報を
掲載し周知を図った。受診率向上につな
げるため、啓発を強化する必要がある。

B 継続

健康推進課
過去の検診受診者や節目年齢の方など、
個別勧奨の範囲を少しずつ広げ周知を行

えた。

A 継続

保険年金課
特定健康診査と同時実施しており、受診
券発送時にも周知している。

A 継続

健康推進課
妊娠期～高齢期にかけて、生活習慣病予
防に対する周知や個別指導、健康教育等
を行った。

B 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

小・中学校
小４、中２の小児生活習慣病予防検査を
きっかけに集団または個別の指導を行っ
ている。

B 継続

保険年金課
集団健診会場にて健康教育動画の上映及
びYoutubeにアップロードを行ってい
る。

A 継続

高齢者福祉課

自立生活体操、食と運動の講話と実践、
きさらづ筋力アップ体操団体への体力測
定及び介護予防講話・口腔指導・運動指
導、訪問による栄養指導の実施。

A 継続

公民館 主催事業に組み込んだ。 B 継続

保険年金課

・土日祝に集団健診を設定
・集団健診のオンライン予約の実施
・健診時間の短縮化
・職域健診等の提出に対してのインセン
ティブ付与
　R4受診率42.9/46.5＝達成率92％

A 継続

健康推進課

対象者に応じて、個別健診・集団健診の
方式で健康診査を実施し、実施場所や期
間、時間等、対象者のニーズに応じて受
診方法を選択できるようにした。

B 継続

被保険者の疾病の早期発見・早期治療のため、短期人間ドック
の費用助成を行い受診率の向上を図ります。

保険年金課

〈人間ドック受診実績〉
H29:1558、H30:1571、R1:1357
R2:1254、R3:1448、R4:1489
コロナ禍は、受診者が減少したが約１５
００人の実績があった。（全体の
18.3％）

A 継続

健康推進課

対象者に応じて、乳幼児健診等の他事業
やSNSを活用した周知、個別の受診勧奨
を行い、健康診査に対する受診勧奨を
行った。

B 継続

保険年金課
対象の年齢性別に合わせた内容をハガキ
で通知している。

A 継続

小・中学校 関係機関と連携しできた学校もあった。 B 継続

学校給食課

昨年度はコロナ禍のため、個別指導での
対応が困難で、資料配布等で対応した。
集団指導においては、担任・養護教諭と
連携し実施した。

B 継続

【第３次健康きさらづ２１取り組み結果及び評価】

健診受診率の向上を図るために、健診未受診者への受診勧奨を
充実させます。

●健康増進計画　　１　生活習慣病の発症と重症化予防

市の実施するがん検診について、イベントや個別の受診勧奨な
どをとおして周知を図っていきます。

全てのライフステージに対して、生活習慣病予防のための知識
の普及啓発を図ります。

受診率向上のため健康診査を受診しやすいようライフスタイル
にあった健康診査の方法を検討します。

小児生活習慣病予防健診事後の集団教育、個別の栄養・保健指
導を充実していきます。

資料６
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市の取り組み 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

学校教育課 個別の事後指導を重視してきた。 B 修正

健康推進課

養護教諭と連携し、生活習慣病リスクが
高い対象者に対して、必要時個別保健指
導を実施した。
栄養士連絡会を活用し、市に勤務する栄
養士へ小児生活習慣病予防健診の情報提
供や保健指導の情報共有を図った。

B 継続

健康推進課

対象とする基準を定め、生活改善につい
ての指導や受診勧奨を行うことができ
た。
若年期健診事後の栄養指導では、マニュ
アル化による指導の質の均一化を図り、
肥満者への指導を重点的に実施した。

B 継続

保険年金課

特定保健指導を保険年金課と委託業者で
実施。委託業者による特定保健指導を利
用することでのインセンティブを付与。
土日夜間及び管内のヤックス店舗での保
健指導利用を可能としている。
業者では実施できない際、保険年金課で
勧奨及び実施している。

A 継続

高齢者福祉課
メタボリックシンドローム該当者・予備
群に保健指導は実施なし。今後はフレイ
ル予防に取り組むため終了

D 終了

健康推進課
対象とする基準を定め、生活改善につい
ての指導や受診勧奨を行うことができ
た。

B 継続

保険年金課

健診結果から対象者を抽出し、該当者に
は医師会、二次医療機関と連携した「腎
臓病地域連携パス」や特保委託業者及び
健康推進課と連携して対応している。

A 継続

健康推進課
事業の実施計画と報告のみ実施してい
る。

C 修正

保険年金課

医師会医師と管内各専門医、管内4市が委
員のCKD（慢性腎臓病）予防連携員会を
設置し、腎臓病地域連携パスを運用して
いる。

A 継続

健康推進課
R5年度より、地域のサロンやカフェ等の
場で健康測定会を実施を開始。

A 継続

公民館 色々な関係団体と取り組んだ。 B 継続

生涯学習課
主催事業のテーマに積極的に取り入れ
た。

A 継続

スポーツ振興課

スポーツイベント会場において、「体力
測定会」を行い、測定値をもとに市民の
運動機会の見直しを図る良い機会ができ
た。

A 継続

健康推進課
民間企業と共に「健康測定会」を実施
し、市民のヘルスマネジメント力の向上

に協働で取り組んでいる。

A 継続

保険年金課

特定健診や特定保健指導、腎臓病連携パ
ス、重複内服者への保健指導について医
師会、薬剤師会、特保委託業者と連携し
て取り組みを行っている。

A 継続

妊娠届出時や乳幼児教室等で、食について啓発していきます。 健康推進課

子育て応援ブックやリーフレット、掲示
物等を毎年より具体的な表現に見直し、
対象者へ個別・集団指導で食に関する啓
発を実施できた。

A 継続

乳幼児健康診査での栄養指導を全対象者に実施します。 健康推進課
健康診査来所者全数を対象に、個々の食
生活の状況に合わせ、個別栄養指導を実
施できた。

A 継続

広報・ホームページ等で生活習慣病予防のための食生活を普及
啓発していきます。

健康推進課

情報発信の年間計画に基づいた普及啓発
に取り組んだが、コロナ禍等の社会環境
の変化で計画的な実施ができなかった年
度もあった。

B 継続

保育園で、生活リズムや食事の大切さを普及啓発していきま
す。

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動。 終了

民間企業や団体と協働して健康づくりを推進します。

循環器疾患、糖尿病の発症予防、重症化予防のためにメタボ
リックシンドローム該当者・予備群に保健指導を充実させま
す。

循環器疾患、糖尿病の重症化予防のために高血圧症、脂質異常
症、糖尿病の未治療者、治療中断者に対して、受診勧奨を充実
させます。

医療機関との連携の方策を検討し、有病者についての医療連携
システムの構築を目指します。

健康づくりに関する事業を開催し、身近で運動できる機会や健
康に関する知識を提供します。また、地域で健康を支援し合あ
える環境を提供します。

小児生活習慣病予防健診事後の集団教育、個別の栄養・保健指
導を充実していきます。
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市の取り組み 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

小・中学校 関係機関と連携しできた学校もあった。 B 継続

学校教育課 集団指導の内容について検討が必要。 B 修正

学校給食課
給食だよりを通じて、児童生徒および保
護者へ啓発した。

A 継続

学校給食センター

昨年度はコロナ禍のため、個別指導での
対応は希望者のみ限定で、資料配布等で
対応した。集団指導においては、担任・
養護教諭と連携し実施した。

B 継続

健康推進課

対象とする基準を定め、個別相談で生活
改善についての指導や受診勧奨を実施す
ることができた。
若年期健診事後の栄養指導では、マニュ
アル化による指導の質の均一化を図り、
肥満者への指導を重点的に実施した。

B 継続

保険年金課
国保加入者の早期介入保健事業として実
施している。

A 継続

介護予防事業で健康教育や個別指導を実施します。 高齢者福祉課

自立生活体操、食と運動の講話と実践、
きさらづ筋力アップ体操団体への体力測
定及び介護予防講話・口腔指導・運動指
導、訪問による栄養指導の実施。

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動。 終了

こども保育課

毎日の給食や、使用した食材を展示し、
バランスの取れた食事の大切さを啓発し
ている。また、給食便りやポスター等を
通じて啓発するとともに、食事の際に声
掛けをするなど、保護者と子どもたちへ
支援しています。

B 継続

学校教育課 食に関する指導内容の整理が必要。 B 修正

小・中学校 授業の中でも取り組めている。 C 継続

学校給食課
給食だよりや掲示物などを活用し、情報
提供した。

A 継続

学校給食センター
配布物資料や給食だより等を活用し、情
報提供した。

A 継続

生涯学習課 啓発活動に取り組みました。 B 継続

公民館 普及・啓発に取り組んだ。 B 継続

高齢者福祉課

自立生活体操、食と運動の講話と実践、
きさらづ筋力アップ体操団体への体力測
定及び介護予防講話・口腔指導・運動指
導、訪問による栄養指導の実施。

A 継続

健康推進課
各健診や各教室、個別栄養指導等の場を
活用し、食と体の関係と望ましい食生活
について啓発できた。

A 継続

健康推進課

乳児健康診査では集団健康教育の中で、7
か月教室では保育士と一緒にふれあい遊
びを行うことで、体を使った遊びの必要
性について普及することが出来た。

B 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動。 終了

小・中学校 車での送迎が多い印象である。 C 継続

学校教育課 日常的な運動習慣の定着が必要。 B 修正

生涯学習課 歩いての登校を支える環境を整備する。 B 継続

まなび支援センター
児童生徒に直接、指導する事はありませ
んが、青色パトロールカーによる登下校
の見守りを行った。

C 修正

規則正しい生活リズム、食生活リズム（毎朝食の摂食、間食、
夜食の抑制）ができるよう支援していきます。
主食、主菜、副菜を揃えた食事（日本型食生活）を適量摂取で
きるよう普及啓発していきます。
ゆっくりよく噛んで食べる良さを普及啓発していきます。

小児生活習慣病予防健診の前後で集団指導と個別指導を実施し
ます。給食便りを通じて生活習慣病予防のための食生活を普及
啓発していきます。

若年期（30歳代）健康診査・特定健康診査事後指導で個別指導
を実施します。

乳児期からの体を使った遊びの必要性について啓発していきま
す。

安全に気をつけて外遊びをするよう指導していきます。
学校の休み時間は外遊びに活用していきます。
登下校は安全に気を付けてできるだけ、歩いて登校するよう啓
発していきます。

●健康増進計画　　２　生活習慣及び社会環境の改善
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市の取り組み 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

スポーツ振興課
感染症対策を万全に各種イベントを実施
できた。

A 継続

小・中学校 勧めることができなかった。 C 継続

学校教育課 一時的・限定的な取り組みになる。 C 終了

健康推進課

いきいき館のジムの機材をリニューアル
し、新規利用者の獲得を図った。
若年期健診事後指導の場で運動の効果と
実践を指導した。

A 継続

保険年金課

保健指導の際に運動指導を実施ている
が、近年、いきいき館のみならず民間ジ
ムやオンラインでの運動という選択肢が
多様化しており、「いきいき館」の利用
増加に貢献することはできなかった。

D 終了

高齢者福祉課

自立生活体操、食と運動の講話と実践、
きさらづ筋力アップ体操団体への体力測
定及び介護予防講話・口腔指導・運動指
導、訪問による栄養指導の実施。

A 継続

スポーツ振興課

シニア世代が多く参加するイベント「歩
け歩け大会」や「グラウンド・ゴルフ大

会」において、運動をする大切さ等を啓
発するにとどまった。

B 終了

高齢者福祉課

自立生活体操、食と運動の講話と実践、
きさらづ筋力アップ体操団体への体力測
定及び介護予防講話・口腔指導・運動指
導、訪問による栄養指導の実施。

A 継続

児童・生徒に対してアルコールについての正しい知識を普及し
ます。

学校教育課
薬物乱用や喫煙防止教育に比べると取り
扱う機会が少ない

C 修正

健診結果と合わせ、適正飲酒の保健指導を実施します。 健康推進課
健診後の結果説明の際に、必要時飲酒量
について情報収集し、適正飲酒量につい
て指導を実施することができた。

A 継続

学校教育課 がん教育の中で実施。 B 継続

健康推進課
広報、ホームページを通じて、たばこに
ついての知識の普及啓発を行なった。

A 継続

保険年金課

専門家を講師とした禁煙健康教育を一般
公募で実施したが、市民ニーズが低く応
募者が数名であった。「禁煙マラソン」
等オンライン参加型の支援サービスや禁
煙オンライン診療の体制があり、たばこ
の知識も簡単にインターネットで情報取
得できるので、必要性を感じなかった。

D 終了

健康推進課

保健指導対象者のうち、喫煙者について
はたばこの影響を説明し、禁煙を促して
いる。必要に応じて、禁煙外来の情報提
供を行なっている。

A 継続

保険年金課
健康診査の事後指導で喫煙者が禁煙の意
思を示した際には、禁煙指導及び禁煙外
来の紹介を実施している。

A 継続

ＣＯＰＤについて、肺がん検診で周知していきます。 健康推進課
肺がん検診で、COPDに関するチラシを配
布し、周知している。

A 継続

健康推進課
健診後の個別相談の際に、必要時睡眠の
大切さについて情報提供を行った。

B 継続

保険年金課

特定健診問診表に睡眠による休養につい
ての質問事項があり、必要時に個別保健
指導を実施しているが、知識の普及は実
施していない。

D 終了

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動。 終了

こども保育課

園便り、クラス便り、保健便りなどによ
り啓発、周知をしている。また、送迎の
際の保護者とのやり取りの中でも、必要
に応じて啓発をしている。

B 継続

学校教育課 睡眠に特化した専門指導が必要である。 C 修正

小・中学校 保健体育の授業で内容を扱っている。 B 継続

ライフステージにおける睡眠の大切さ、心身への影響について
の知識を普及します。

各種スポーツイベントをとおして、体を動かすことのきっかけ
づくりを推進します。

ロコモティブシンドロームについての啓発を推進していきま
す。

健康増進施設「いきいき館」の利用者数の増加を図ります。
若年期（30歳代）健康診査、特定健康診査後の健康相談などで
運動の効果と実践について指導していきます。
介護予防に関する運動等を啓発し実践者の数を増やしていきま
す。

たばこについての知識を普及します。

喫煙者には、健診結果と合わせ禁煙支援の保健指導を実施しま
す。
禁煙希望者には禁煙外来の情報提供をします。
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具体的目標 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

健やかな妊娠・出産のた
めの啓発活動

妊娠・出産に関わる正しい知識について、関係機関と連
携を図りながら、適切な機会をとらえて情報提供しま
す。特に不妊に関する情報提供の広報活動に努めていき
ます。

健康推進課

妊娠・子育て応援ブック(冊子)を作
成し、各妊婦に合わせた正しい知識
の普及に努め、関係機関と密な連携
を図ることができた。

A 継続

健康推進課

妊娠・出産に関する相談窓口につい
てホームページの他に、管内の産婦
人科へ妊娠届出書と共に周知を図る
ポスターの掲示を行った。

B 継続

子育て支援課

管内の産婦人科と連携を取りつつ、
チラシを配布したり、ホームページ
でを周知図った。
今年度、他課へ業務移動

A 終了

妊娠届出・母子健康手帳
の交付

届出の適正な時期とされる妊娠第11週までに妊娠届出を
するよう、医療機関と連携しながら啓発を行います。

健康推進課
ホームページにて周知を図り、管内
の産婦人科や関係機関と連携を取り
ながら啓発を行っている。

B 継続

妊娠届出時の保健指導の
充実

妊娠中の体調や栄養管理に関する学習教材を整えます。 健康推進課

妊娠・子育て応援ブックに掲載し、
妊娠初期から出産までのからだのメ
カニズムを掲載し、各妊婦さんに合
わせた説明を行っている。

B 継続

妊婦健康診査の受診勧奨
妊婦健康診査受診券を交付し、適正な時期での受診をす
るよう勧奨します。

健康推進課

関係機関との情報交換や連携を図り
ながら、対象者にあった支援方法を
模索しながら継続支援に努めてい
る。

A 継続

妊婦健診や妊娠届出時で
のハイリスク者※１への
フォロー体制の充実（妊
婦訪問指導）

「ハイリスク妊婦連絡票」の作成など医療機関との連携
方策を整えます。

健康推進課
管内の産婦人科や関係機関と連携を
図っている。

B 継続

健康推進課
児の安全を確保するため、関係機関
と連携を図りつつ、早期発見に努め
ている。

A 終了

子育て支援課

関係機関との情報交換や連携を図り
ながら、対象者にあった支援方法を
模索しながら継続支援に努めた。今
年度、他課へ業務移動。

A 終了

不妊治療に対する経済的
支援の充実

不妊治療の自己負担分の助成制度の体制を整備します。 健康推進課

特定不妊治療に要した総治療費から
千葉県特定不妊治療助成事業助成額
を引いた額の2分の1を助成した。
（上限10万円）

A 終了

乳幼児健康診査時の健康
教育

乳児健康診査、１歳６か月児健康診査、３歳児健康診査
の際、生活習慣を整えることの必要性、子どもの成長発
達についての学習の場を設けます。

健康推進課

乳児健康診査では集団健康教育の中
で、１歳６か月児健康診査・３歳児
健康診査では個別で生活リズムの大
切さを啓発することが出来た。コロ
ナ感染症も落ち着いてきたため、今
後は全健診で集団健康教育を再開で
きるように検討していきたい。

B 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動。 終了

こども保育課

園便り、クラス便り、保健便りなど
により啓発、周知をしている。ま
た、送迎の際の保護者とのやり取り
の中でも、必要に応じて啓発をして
いる。

A 継続

健康推進課
第一子とその保護者を対象に７か月
児教室を実施し、学習と仲間づくり
の場を設けた。

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

質の高い乳幼児健康診
査を受けることができ
る

乳児健康診査・１歳６か
月児健康診査・３歳児健
康診査の質の向上

乳幼児健康診査のあり方の検討と精密検査、経過観察の
精度管理を実施し、乳幼児健康診査の質の向上に努めま
す。

健康推進課

医師研修会を実施し、質の向上に努
めた。コロナ禍以降は実施できてお
らず、開催方法について検討が必要
である。

B 修正

母乳栄養の利点を理解
し継続できる

妊娠届出時の保健指導、
新生児訪問指導の質の向
上

妊娠届出時の保健指導、新生児訪問指導では、母乳栄養
が継続できるよう保健指導教材を作成するなど、保健指
導の質の向上に努めます。

健康推進課

妊娠・子育て応援ブックに母乳育児
について掲載し、妊娠届出時に配布
している。また、プレママ教室では
助産師による母乳育児や乳房ケアに
ついて講話を実施。新生児訪問時に
は、授乳姿勢等の資料を使用し、実
際に母乳育児について指導し、赤
ちゃん広場では、母乳に悩む母に対
して、助産師が母乳量測定をしなが
ら指導している。

A 修正

規則正しい生活習慣を
身につけることの大切
さを知り、実践できる

保育園での保護者への啓
発

園便りを通じて保護者向けに、規則正しい生活を身につ
けることの大切さを啓発します。

●母子保健計画

産後に育児不安を抱える家庭への効果的な支援体制の整
備を行います。

子どもの成長発達を学習する機会となるよう、乳幼児教
室を実施します。

市の取り組み

妊娠出産に関する相談窓
口の周知

妊娠・出産に関する相談窓口についてホームページなど
で周知していきます。

よりよい妊娠・出産に
向けた健康づくりがで
きる

子どもの成長発達につ
いての学習の機会があ
り、活用できる

乳幼児教室

産後の育児がスムーズに
行えるような支援方策の
検討
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具体的目標 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて市の取り組み

健康推進課

目で見て確認できるよう、フードモ
デルをはじめ実物のお粥や野菜な
ど、創意工夫した指導媒体を活用
し、対象者に合わせた指導に努め
た。また、肥満の予防・改善につい
ては、栄養指導の質の均一化を図る
ため、マニュアルを作成し、効率
的・効果的な体制で実施することが
できた。

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動。 終了

こども保育課
離乳食講座(年4回)、ミニ離乳食(月
1回)を開催に、対象者に応じた保護
者支援を行っている。

A 継続

健康推進課

乳幼児健康診査時に、予防接種の接
種状況の確認と接種勧奨を行うこと
が出来た。また、乳幼児健康診査の
未受診者に関しては、訪問や電話で
予防接種の接種勧奨を実施すること
が出来た。

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

健康推進課

乳児健康診査時に、事故防止・受動
喫煙防止（SIDS）のパンフレットを
全数配付し、啓発活動に努めること
が出来た。

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動。 終了

健康推進課

乳幼児健康診査時に、問診票の喫煙
項目に該当した保護者にはパンフ
レットを渡し、分煙や禁煙について
啓発活動を実施しているが、喫煙者
が父の場合も多く、父への啓発活動
の方法は検討が必要である。

B 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動。 終了

学校教育課
家庭と連携できる取り組みが必要で
ある。

B 継続

小・中学校
関係機関と連携しできた学校もあっ
た。

B 継続

健康推進課

小児生活習慣病事後指導にて、対象
児及びその保護者へ、生活習慣改善
のための指導を実施した。指導実施
者については、今後、養護教諭と相
談が必要である。

A 修正

学校教育課 専門的な個別指導の実施。 B 継続

小・中学校
関係機関と連携しできた学校もあっ
た。

B 継続

学校給食課

昨年度はコロナ禍のため、個別指導
での対応が困難で、資料配布等で対
応した。集団指導においては、担
任・養護教諭と連携し実施した。

B 継続

健康推進課
指導資料を作成し、わかりやすい指
導に努めた。

A 継続

学校教育課
市のｓｓｗ雇用、各校へ心の相談員
配置、ｓｃの効果的な活用、市の教
育相談業務の拡充　等

B 継続

小・中学校
心の相談員やＳＣ等といっしょに支
援した。

A 継続

乳幼児健康診査での事故
防止の啓発活動

地域保健と学校保健の連
携

受動喫煙防止の啓発活動
と親への禁煙支援

乳幼児のいる親に対して、分煙の徹底を啓発するととも
に、禁煙に取り組みたい親への支援を行います。

子どもの成長発達に応
じた食品と量を食べさ
せることの大切さを知
ることで、子どもの偏
食と肥満を予防するこ

とができる

離乳食講習（講座）、乳
児教室、乳幼児健康診査

での栄養指導

乳幼児の栄養に関する教室や相談を通じて、月齢に合っ
た食べる量や食品の取り揃え等を保護者が実践できるよ

う、指導内容の質の向上に努めます。

生活習慣病予防に関す
る正しい知識を身につ
け、行動できる

予防接種の接種勧奨

関係機関との連携

小児生活習慣病予防健診の事後指導を充実させていきま
す。

心の健康を保てるよう
に心の健康に関する知
識を身につけるととも
に、悩んだり困ったと
きに相談できる場所を
知っている

悩みを抱えた小中学生及び保護者について、関係機関と
連携して心の健康づくりを支援していきます。

子どもを感染症や事故
から守る（予防接種を
受ける/受動喫煙から守
る/事故予防ができる）

児童・生徒及び保護者へ
の健康支援

生活習慣病は、子どもの頃からの食事・運動・睡眠等の
生活習慣の乱れが原因となって発症・進行することか
ら、家庭と学校が協力してよりよい生活習慣を身につけ
ることができるよう支援します。

乳幼児健康診査で、予防接種の接種状況の確認と接種勧
奨を保護者に行います。また、予防接種未接種者につい
ては、家庭訪問などの個別指導で接種勧奨を実施しま
す。

乳幼児健康診査で子どもの事故防止・受動喫煙防止のた
めにパンフレットを配付するなど、啓発活動に努めま
す。
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具体的目標 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて市の取り組み

学校教育課 がん教育・薬に関する指導の推進 B 継続

小・中学校
保健体育の授業で学んだり講演会等
を開いた。

A 継続

学校教育課 包括的性教育への移行 B 継続

小・中学校
保健体育の授業で学んだり講演会等
を開いた。

A 継続

健康推進課

初妊婦、経産婦それぞれの講座を開
催し、助産婦・保育士・保健師によ
る講話、育児の実技などを通し、出
産～育児をイメージしやすいように
努めた。新型コロナ対策のためオン
ラインでも開催し、受講を促進し
た。

B 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

公民館
子育てに関することは、関係機関と
連携を図っている。

B 継続

小・中学校 ふれあいの場は、行っていない。 C 継続

学校教育課 実施内容の検討が必要である。 C 修正

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

健康推進課

学校等へ沐浴人形の貸出をし、疑似
ではあるが新生児を理解することに
役立ててもらった。実際のふれあい
の場は計画できていない。

C 修正

低出生体重児の支援

低出生体重児の養育は、負担が大きいことから、その負
担を軽減し、健やかな成長ができるよう支援します。
①未熟児養育医療の給付：指定養育医療機関での養育に
必要な入院医療費を給付し、経済的な負担の軽減に努め
ます。
②関係機関との連携：医療機関との情報共有を行い、必
要な支援を行います。
③保護者への支援：未熟児訪問指導を通じて、保護者の
心理的な負担を軽減し、安心して子育てができるように
支援していきます。低出生体重児の保護者に、保護者同
士のつながりを持てる機会を提供します。
④低出生体重児への支援：健康診査や家庭訪問で発育・
発達を見極め、その子に応じた支援を行います。

健康推進課

①未熟児養育医療の給付
養育に必要な入院医療費を給付し、
経済的な負担の軽減に努めた。
②関係機関との連携
支援が必要な低出生体重児について
は、医療機関と情報共有し支援を
行っている。君津中央病院の専門職
とNICU連絡会議を行い、情報共有
している。
③保護者への支援
「すくすく子育ての会」を開催し、
低出生体重児と保護者が交流できる
場を提供した。会の中で専門職の講
話や個別相談を行い、不安の軽減に
努めた。
④低出生体重児への支援
家庭訪問や健康診査で、継続して個
別に支援を行い、必要な支援機関に
繋げている。

A 継続

健康診査を通じて乳幼児の成長発達を確認し、個別支援
を充実させ、安心して子育てができるように支援してい
きます。
①乳幼児健康診査の充実
心身の発達を確認するとともに、診断に至らないいわゆ
る“境界域”の子どもへの適切な接し方等、保護者に寄
り添ったきめの細かい支援を行い、保護者が安心して子
育てできるように支援します。

健康推進課

個別保健指導を通して、個別性を
持った保健指導を実施している。発
達の遅れや育児支援が必要な家庭に
関しては、情報提供や助言を行い、
継続支援に努めている。

A 継続

健康推進課

事業については、こども発達支援課
にて実施しているが、必要時、事業
につなげられるような体制は取れて
る。

A 終了

障がい福祉課
子育て包括支援センター「ネウボ
ラ」と連携し、発達に心配のある子
供を持つ保護者の相談に応じた。

A 継続

性に関する正しい知識
を身につけ、自分の体
を大切に思うことがで
きる

性教育の充実
児童・生徒が、性に関する正しい知識を身につけ適切な
行動をとれるとともに、自分と他人を思いやりながら心
豊かに成長できるよう、支援します。

たばこや薬物の害に対
する正しい知識を身に
つける

親が育てにくさを感じ
たときに対処できる

②子どもの発達についての相談事業の充実を図ります。

妊娠、出産、子育てへの
理解を深める啓発活動の
充実

妊娠、出産、子育てに関する正しい知識について、関係
機関と連携を図りながら、適切な機会をとらえて情報提
供します。

発達に心配のある子ども
のいる親への支援

乳幼児とふれあうことの楽しさを感じることができ、将
来の子育てへの意欲につながるような支援を検討しま
す。

小中学生と乳幼児のふれ
あいの場の検討

妊娠、出産、子育てを
身近に感じる機会があ
る

児童・生徒へのたばこや
薬物などの正しい知識の
普及

児童・生徒が正しい知識を身につけ適切な行動をとれる
よう、関係機関と連携して普及啓発に努めます。
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具体的目標 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて市の取り組み

健康推進課
必要時、地区担当保健師が受給者証
申請に同行したり、療育施設同行見
学を実施している。

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

障がい福祉課

保護者のニーズに合わせた障がい福
祉サービスの提供を行った。
R5年度よりこども発達支援課が新た
に設置された。

A 継続

まなび支援セ
ンター

学校を通じて申し込まれる精神科医
等による教育相談の実施や、青少
年・子育て相談による保護者の支援
を行った。
また、児童の発達を切れ目なく支援
するため、幼児言語教室の発達支援
課へ円滑な移行をし、更なる充実を
図った。

B 修正

学校教育課 こども発達支援課との連携推進 B 継続

健康推進課

全て専門職が対応し、資料を用いな
がら丁寧に説明している。支援が必
要な対象者については、適宜連携し
ている。

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

子育て支援課
虐待リスクが高い家庭の場合は支援
方針を検討し対応した。

A 継続

健康推進課

出産後、4か月未満の全ての乳児家
庭を訪問し、育児不安の軽減や産後
うつの早期発見に努めている。
Whooleyの2項目質問票を使用し産
後うつのスクリーニングを行い、必
要時関係機関と連携し、支援へ繋げ
た。産後ケア等育児支援サービスの
情報提供を行い、育児負担感の軽減
に努めている。

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

学校教育課 具体的な取り組みが不明 D 継続

健康推進課

新生児訪問・赤ちゃん広場・乳幼児
健康診査時に子育て支援センターの
紹介とパンフレット配布を行い、子
育て支援センターの周知・推進する
ことが出来た。

A 継続

児童虐待によって子ども
が傷つくことがない地域
づくりの推進

児童虐待が子どもに及ぼす影響や地域で子どもを見守
り、育てることの重要性、通告義務など、児童虐待防止
について理解を促進するとともに、地域全体で児童虐待
防止に取り組む意識を高める活動を行います。「児童虐
待防止推進月間」を中心にオレンジリボンを活用した啓
発活動を行います。

子育て支援課

虐待防止について理解を深めるため
に広報きさらずで周知を行ない、ま
た職員を中心にオレンジリボンを身
に付け、啓発活動を行なった。

A 継続

児童虐待防止に関する
保育園、幼稚園、学校や民生委員・児童委員などにおい
て児童虐待防止に関する学習や啓発が行われるよう支援
します。

子育て支援課
保育園、幼稚園、学校はマニュアル
等を配布し、関係機関で啓発される
ように支援した。

A 継続

子育て支援課
校長会や主任児童委員会に出席し、
早期発見に努めるように周知した。

A 継続

学校教育課 認知案件については１００％対応 A 継続

健康推進課
児の安全を確保するため、関係機関
と連携を図りつつ、早期発見に努め
ている。

B 継続

親が育てにくさを感じ
たときに対処できる

③発達に心配のある子どもが早期に専門機関の受診や療
育を受けられるよう、保護者に継続した支援を行いま
す。また、関係機関と連携して、「こども発達支援セン
ター」の設置に向けた検討委員会を立ち上げます。

発達に心配のある子ども
のいる親への支援

子育てに困ったとき
に、孤立せず、育児不
安を上手に解消し、子
どもに適切な養育がで
きる（発生予防）

妊娠期からの継続的な支
援体制の構築と関係機関
との連携

母子健康手帳交付時や乳幼児健康診査、各種教室や相談
で、子どもの成長発達に伴う子育てのイメージが持てる
ように支援します。また身体的・精神的・社会的状況に
ついて把握し、支援が必要な家庭の早期発見・早期支援
を行います。必要に応じて、関係機関と情報共有を行
い、連携して支援していきます。

乳児家庭全戸訪問事業の
充実

産後早期からの育児不安の軽減や産後うつの早期発見、
孤立防止に努めます。育児不安、育児負担感が強い、周
囲のサポートが薄いなど虐待リスクが高く支援が必要な
ときは、関係機関と連携し継続的に支援します。

地域子育て支援拠点事業
の推進

「地域子育てセンター」（子育て家庭の交流の促進、子
育てに関する相談の実施、子育て支援情報の提供などを
行う場です。）が推進されるよう支援します。

児童虐待の早期発見、
再発防止のための環境
整備

早期発見義務の徹底
学校や幼稚園、保育園、医療機関、民生委員・児童委員
など子どもに関わる機関は、児童虐待を発見しやすい立
場にあることから、早期発見に努めるよう周知します。
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具体的目標 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて市の取り組み

子育て支援課
学校等関係機関にポスターを配布し
早期発見、早期対応できるようにし
た。

A 継続

学校教育課 全体への周知と個別支援の実施 A 継続

小中学校 ポスターを掲示した。 A 継続

子育て支援課
要保護児童対策協議会の実務者会議
を毎月実施し、今後も継続的に情報
交換等行っていく。

A 継続

学校教育課 情報共有と支援の連携に努めた。 A 継続

健康推進課
関係機関との情報交換や連携を図り
ながら、対象者にあった支援方法を
模索しながら継続支援に努める。

B 継続

児童虐待の早期発見、
再発防止のための環境
整備

要保護児童、要支援児童および特定妊婦の適切な保護や
支援を図るために、関係機関と情報交換を行うととも
に、支援内容の協議を行います。

要保護児童対策地域協議
会の推進・強化

子ども自らが暴力から身
を守る方法を知り、行動
できる取り組み

学校等にポスターを配布し、子ども家庭110番や児童相
談所全国共通ダイヤル等を周知します。学校やスクール
カウンセラー等と連携し、児童虐待の早期発見、早期支
援に努めます。
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具体的目標 市の取り組み 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

こども保育課
給食に使用している食材を用いて、
子どもたちへの教材としている。

A 継続

学校教育課 食に関する指導の定着 B 継続

小・中学校
給食時の放送等を利用し、知らせ
た。

B 継続

学校給食課

地場産物の活用や行事食、郷土料理
など給食を通して啓蒙した。
また、ホームページで給食時の様子
を発信した。

A 継続

学校給食センター

地場産物の活用や行事食、郷土料理
など給食を通して啓蒙した。
また、旬の食材を使用することで季
節を感じられるようにした。

A 継続

給食食器を充実させま
す。

学校給食課
ステンレス皿を使用している施設に
対し、PEN樹脂食器へ順次変更し
た。（令和4年度　2校）

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

こども保育課
保育園では共食は難しかったため、
家庭で共食の機会を設けるよう園だ
より等で啓発した。

B 継続

学校教育課 食に関する指導の定着 B 継続

小・中学校
食事のマナーなど、給食の時間に指
導した。コロナ5類になり対面での
給食が復活した。

B 継続

学校給食課

食事のマナーについては、掲示物や
給食だより等で啓蒙した。コロナ禍
のため、共食の楽しさを経験するこ
とは難しかった。

B 継続

学校給食センター

食事マナーなど掲示資料やたよりな
どで啓蒙した。実際の給食時間で共
食の楽しさを経験する部分はコロナ
禍のため難しかった。

B 継続

生涯学習課
家庭教育学級担当者会議等で学習内
容に取り入れるよう促した。

B 継続

公民館 家族で食卓を囲む機会が増えた。 B 継続

高齢者福祉課
食と運動の講話と実践、訪問による
栄養指導の際に可能な限りで呼びか
けを実施する。

B 修正

健康推進課
1歳6か月児健康診査、3歳児健康診
査の場で、来所者全数を対象に、共
食による効果を伝え推進できた。

A 継続

●食育推進計画

･ 家族が食卓を囲む機
会を増やし、充実させ
る。（共食）

･正しいマナーによる食
事ができる。（姿勢・
順序等）

･食前・食後の挨拶習慣
「いただきます」「ご
ちそうさま」ができ
る。
（挨拶の習慣化）

 給食を生きた教材として
利用します。

共食を推進します。
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具体的目標 市の取り組み 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

農林水産課
観光振興課や観光協会等と連携し、
観光ガイドブック等で施設や利用促
進のPRを実施しました。

B 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

こども保育課
年間を通じて園庭で栽培し、３歳以
上児を対象に収穫体験を行った。

A 継続

学校教育課 市の食育推進計画の実施 C 継続

小・中学校
地域の方の協力を得て行っている学
校が一部ある

C 継続

学校給食課

各学校において、米やとうもろこ
し、さつま芋や野菜などを植え、収
穫体験を通して食への興味関心を広
げた。

A 継続

生涯学習課
家庭教育学級担当者会議等で学習内
容に取り入れるよう促した。

B 継続

公民館
収穫体験はほとんど取り組んでいな
い。

C 継続

学校給食課

全国学校給食週間では市内・近隣市
の野菜を活用し、生産者の顔の見え
る給食を実施した。また、木更津市
産のりを全校に提供する。（令和4
年度6回／年）

A 継続

学校給食センター

全国学校給食週間では市内・近隣市
の野菜を活用し、生産者の顔の見え
る給食を実施した。また、木更津市
産のりを食育の日に提供する。（令
和4年度6回／年）

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

こども保育課
木更津で捕れる魚や、野菜を積極的
に利用し、紹介した。

A 継続

小・中学校
給食時の放送等を利用し、知らせ
た。

B 継続

農林水産課

食育の推進に向け、学校給食へ有機
米を提供できるよう生産促進に努め
た。
また、野菜等の生産者の出荷先を学
校給食とすることで、地場産物の利
用促進を図り、流通コストの低減や
地産地消の推進に寄与した。

B 継続

地場産物の情報提供及び
利用を促進します。

農林水産課

地元農産物を取り扱う店を「地産地
消推進協力店」として認定する制度
を創設し、小売店等に対し、理解・
協力を図るとともに、取扱店舗の認
定に努めた。

A 継続

農林水産課

木更津市食育計画に基づき、食育に
関する情報を広報や市HP等で定期的
に周知を図るとともに、国の食育月
間（６月）に合わせた食育啓発に努
めた。
また、食の案内人として「食育コン
シェルジュ」を養成し、食育啓発に
向けた活用を図る。

A 継続

健康推進課

市ホームページや市公式SNS・掲示
物等を活用した情報発信、また、食
生活改善サポーターの活動を通し、
郷土料理・行事食、食品衛生等につ
いて啓発できた。

A 修正

給食に地場産物を積極的
に利用します。

食に関する情報を提供し
ていきます。

 収穫体験をとおして食へ
の関心を広げます。

･ 環境に配慮した食料
の選択、消費（「もっ
たいない」精神）がで
きる。

･ 旬の食材が分かり、
地元食材を利用した食
事をする。

･ 郷土料理・行事食を
取り入れた食生活がで
きる。

･ 色々な調理にチャレ
ンジする。

･ 食品の安全性や食品
の取り扱い、衛生面に
配慮することができ
る。

･ 食料事情に関心を持
つことができる。
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具体的目標 市の取り組み 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

こども保育課
保護者への便りや、配信、ホーム
ページへの掲載など、情報を提供し
た。

A 継続

学校教育課 食に関する指導の定着 B 継続

小・中学校
給食だよりの掲示、給食の献立を通
じて季節の食材や食材の栄養素につ
いて放送で知らせた。

B 継続

学校給食課
給食だよりや掲示物等を活用し、発
信していく。

A 継続

学校給食センター
献立表や給食だより、学校掲示物、
センター見学などを通じて情報を提
供する。

A 継続

生涯学習課
家庭教育学級担当者会議等で学習内
容に取り入れるよう促した。

A 継続

公民館 主催事業として取り組んでいる。 B 継続

高齢者福祉課

食と運動の講話と実践、自立支援に
資する個別ケア会議で助言者として
管理栄養士を依頼、訪問による栄養
指導の実施。

A 継続

子育て支援課 今年度、他課へ業務移動 終了

こども保育課

毎日の給食や、使用した食材を展示
し、バランスの取れた食事の大切さ
を啓発しています。また、給食便り
やポスター等を通じて啓発するとと
もに、食事の際に声掛けをするな
ど、保護者と子どもたちへ支援して
いる。

A 継続

学校教育課 食に関する指導の定着 B 継続

小・中学校
授業の中で学習したり、保健だより
で児童生徒や家庭に大切さついて知
らせた。

B 継続

学校給食課 たよりや掲示物等で発信した。 A 継続

学校給食センター

学校からの依頼に基づき、集団・個
別(生活習慣病事後指導）指導を行っ
た。随時資料の掲示・配布も行っ
た。

A 継続

生涯学習課
家庭教育学級担当者会議や家庭教育
推進協議会などで学びのテーマとす
るよう積極的に働きかる。

B 継続

公民館 主催事業の中に取り組んだ。 B 継続

高齢者福祉課

食と運動の講話と実践、自立支援に
資する個別ケア会議で助言者として
管理栄養士を依頼、訪問による栄養
指導の実施する。

A 継続

健康推進課

個別栄養指導や、各教室やイベント
の場での啓発、市ホームページや市
公式SNSでの情報発信、また、食生
活改善サポーターの活動を通し、生
活習慣病予防を意識した望ましい食
生活ができるよう支援できた。

A 継続

･ 体に合ったバランス
のよい食事（主食・主
菜・副菜を揃えた日本

型食生活※１）を適量と
ることができる。

･ １日350g以上の野菜
を摂取するために、小
鉢や小皿の野菜料理を
１日５皿以上食べる。

･ 中食※２・外食※３
は適切な選択をし、食
生活に利用することが
できる。

･ 規則正しい生活リズ
ム、食生活リズム（毎
朝食の摂食、間食、夜
食の抑制）ができる。

･ ゆっくりよく噛んで
食べる。

①規則正しい生活リズ
ム、食生活リズム（毎朝
食の摂食、間食、夜食の
抑制）ができるよう支援
していきます。
②主食・主菜・副菜を揃
えた食事（日本型食生
活）を適量摂取できるよ
う普及啓発していきま
す。
③ゆっくりよく噛んで食
べる良さを啓発していき
ます。

食に関する情報を提供し
ていきます。

･ 環境に配慮した食料
の選択、消費（「もっ
たいない」精神）がで
きる。

･ 旬の食材が分かり、
地元食材を利用した食
事をする。

･ 郷土料理・行事食を
取り入れた食生活がで
きる。

･ 色々な調理にチャレ
ンジする。

･ 食品の安全性や食品
の取り扱い、衛生面に
配慮することができ
る。

･ 食料事情に関心を持
つことができる。
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具体的目標 市の取り組み 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

乳歯のむし歯予防のために、「歯

みがき」　「おやつや飲み物の与

え方」「フッ化物の利用」につい

ての情報を得て実践することがで

きる。

１歳６か月児及び３歳児健康診査、

歯科健康教育、歯科健康相談を継続

実施します。

健康推進課

１歳６か月児及び３歳児健康診査、保育
園・幼稚園巡回口腔衛生指導、歯科健康相
談を実施し、むし歯予防のための情報提供
を行うことができた。

A 継続

口腔機能の育成のため、歯と口の

成長に合った食生活を進めていく

ことができる。

保育園、子育て支援センター、育児

サークル等と連携し普及啓発を行い

ます。

健康推進課

口腔機能の発達に関する動画を作成し、口
腔機能育成に関する知識の普及啓発を行う
ことができた。

B 継続

学校と協力して児童・生徒及び保護

者への健康教育、情報提供を継続実

施します。

健康推進課

市内全小中学校で巡回口腔衛生指導を行
い、児童生徒が自主的に健康づくりに取り
組むことができるよう健康教育を実施する
ことができた。

A 継続

フッ化物利用（フッ素入り歯みがき

剤の使用・フッ素塗布・フッ化物洗

口）の推進に関する普及啓発を行い

ます。

健康推進課

市内全小中学校での巡回口腔衛生指導を通
じて、フッ化物応用による効果やその方法

についての知識を普及啓発することができ
た。

A 継続

学校現場におけるフッ化物洗口を継

続実施し、実施校の拡大を行ってい

きます。

健康推進課

令和元年度時点では小学校10校、中学校3
校まで実施校を増やすことができたが、新
型コロナウイルス感染症の影響を受け、実
施校数を拡大することが出来なかった。
（令和5年7月上旬時点で、開始予定校も含
め、小学校４校、中学校３校）

C 継続

成人歯科健康診査（40歳・50歳・60

歳）を継続実施します。
健康推進課

･成人歯科健康診査（40歳・50歳・60

歳）を継続実施し、市民が健診を受ける機
会を作ることができた。

A 継続

イベント等で歯と口腔の健康づくり

の知識の普及啓発を行います。
健康推進課

公民館で健康教育を行い、特定健康診査
（集団）受診者には作成した歯周病予防動
画を通じて健康教育を実施し、歯と口腔の
健康づくりの知識を普及啓発することがで
きた。

B 継続

関係機関や地域団体と連携し成人歯

科保健対策を推進します。
健康推進課

君津木更津歯科医師会と連携し、妊産婦歯
科健康診査や口腔がん検診を実施すること
ができた。口腔がん検診については、検診
会場で歯科医師による口腔がん予防に関す
る知識を普及啓発することができた。

A 継続

●歯科保健計画

乳

幼

児

期

児

童

・

生

徒

期

むし歯と歯周病の予防のために適

切な生活習慣を行い、自主的に、

自分の歯と口の健康づくりを進め

ることができる。

成

人

期

歯周病が全身疾患にも関与してい

ることを理解し、口腔衛生習慣の

みならず食習慣、運動習慣、生活

リズムなどを含む生活習慣全般を

適切に送ることができる。
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具体的目標 市の取り組み 担当課 取り組み結果 評価 次期計画に向けて

成人歯科健康診査（70歳）を継続実

施します。
健康推進課

成人歯科健康診査（70歳）を継続実施し、
市民が健診を受ける機会を作ることができ
た。

A 継続

健康推進課

高齢者福祉課事業での口腔機能向上プログ

ラムにおいて、従事する歯科衛生士を育成
し、誤嚥性肺炎予防の知識を普及啓発する
ことができた。

A 継続

高齢者福祉課

自立生活体操、きさらづ筋力アップ体操団
体への口腔指導の実施、自立支援に資する
個別ケア会議で助言者として歯科衛生士を
依頼した。

A 継続

関係機関や地域団体と連携し高齢者

歯科保健対策の推進を図ります。
健康推進課

君津木更津歯科医師会と連携し、口腔がん
検診を実施し、検診会場では歯科医師によ
る口腔がん予防に関する知識を普及啓発す
ることができた。

A 継続

要

介

護

者

等

在宅において、本人または家族が

口腔ケアを実践できる。

在宅介護、看護関係者、在宅医療関

係者等との連携を図り、要介護者等

への歯科保健分野対策の検討を行い

ます。

健康推進課

個別健康相談は実施したが、歯科保健分野
対策の検討は不十分であった。困りごとや

ニーズの調査を実施し、対策を検討した
い。

C 修正

次期計画に向けて

継続

修正

終了

介護予防教室等で口腔機能低下予防

の知識の普及を図ります。

高

齢

期

食べる、飲み込む、会話するなど

の口腔機能の低下と、誤嚥性肺炎

の予防のための口腔ケアが実践で

きる。

評価指標

A：十分に取り組めた。(８割以上)

B：ある程度取り組めた。(３割以上～８割未満)

C：ほとんど取り組めなかった。(３割未満)

D：取り組めていない。

14


